
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル 著者 出版社  タイトル 著者 出版社 

相馬一族の中世 岡田清一 吉川弘文館  新 本所おけら長屋 (四) 畠山健二 祥伝社 

みぎての左甚五郎 白蔵盈太 文芸社  さよならジャバウォック 伊坂幸太郎 双葉社 

マスカレード・ライフ 東野圭吾 集英社  最後の一色 上 和田 竜 小学館 

国宝 上 青春篇 吉田修一 朝日新聞出版  最後の一色 下 和田 竜 小学館 

国宝 下 花道編 吉田修一 朝日新聞出版  成瀬は都を駆け抜ける 宮島美奈 新潮社 

カッコウ、この巣においで 富良野 馨 集英社  団地のふたり 藤野千夜 双葉社 

飼い犬に腹を噛まれる 彬子女王 PHP 研究所  時の家 鳥山まこと 講談社 

蛍たちの祈り 町田そのこ 東京創元社  叫び 畠山丑雄 新潮社 

僕には鳥の言葉がわかる 鈴木俊貴 小学館  カフェーの帰り道 嶋津 輝 東京創元社 

タイムトラベル 

世界あちこち旅日記 
益田ミリ 毎日新聞出版  くちなし 彩瀬まる 文藝春秋 

新装版 

京都ものがたりの道 
彬子女王 毎日新聞出版  人間タワー 朝比奈あすか 文藝春秋 

 

新しく入った本 

読書はすばらしい趣味であり、読者一人一人を豊かな人生に導いてくれます。 

「読書は脳の全身運動」と川島氏は言っております（川島隆太『本を読むだけで脳は若返る』）。 

私たちは、本を通して著者と対話し、読者自身も内面と対話することによって、精神的に
成長できるのが最大の効能であり、情報を扱う力を高めてくれるのです。 

 

皆さん、読書で心を癒し、大切な未来に向かって走りましょう 
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福沢市民センター 

TEL 022-223-9095 FAX 022-213-1647 

図書ボランティア「カンナの会」活動
日 

 午前 午後 

水曜日 

(第 5 水曜日と祝日を除く) 
10：30～12：30 13：00～15：30 

第 1・3 土曜日 

(祝日は除く) 
 13：00～15：30 

 
図書ボランティア「カンナの会」 

メンバー募集！ 

「カンナの会」では、一緒に活動していただけるボランティア

の仲間を募集しています。 

 

活動内容 

◼ 本の貸し出し業務と、本の整理・整頓 

◼ 年 2 回程度の新刊購入の図書選定作業 

◼ 年に数回の定例会・集会 

 

 

ご興味のある方は、福沢市民センター事務室または 

「カンナの会」メンバーにお気軽にお声がけください。 

図書ボランティア「カンナの会」発行 のほほんだより 2026 年春号 

◼ 図書室の開室は、福沢市民センター

開館日の 9：00～17：00 までで

す。 
 

◼ ひとり 3 冊まで、2 週間借りることが

できます。 
 

◼ 図書の貸し出し・返却について、図

書ボランティア「カンナの会」が不在の

時は、職員が対応するので、センター

窓口までお声がけください。 
 

◼ 返却は、図書室カウンターに「返却

箱」がございますので、そちらもご利用

ください。 

図書館の利用について 

日本には、二十四
に じ ゅ う し

節気
せ っ き

 というものがあり、季節ごとにたくさんの行事があります。更

に、自然がもたらしてくれる春は桜、秋は紅葉とういう喜びも嬉しいものです。お正

月、節分、ひなまつり、端午の節句、七夕、お盆、お月見、七五三と、数えたらきり

がありませんが、私たちが心から楽しみ、慈しんでいる一年間の行事が描かれている

絵本です。 

（カンナの会） 

「和」の行事えほん 1（春と夏の巻）[高野紀子／あすなろ書房、2006 年] 

「和」の行事えほん 2（秋と冬の巻）[高野紀子／あすなろ書房、2007 年] 

 

私のおすすめ本 


